
青森市アリーナプロジェクト推進事業【計画段階】 

 

 

１ 事業概要 

＜事業検討の経緯＞ 

  市民のスポーツ活動の場の中心である青森市民体育館は、昭和５２年に建築され、 

 老朽化が進み、建替えが必要な時期に来ていますが、敷地が狭く、現在地への建替え 

 が困難な状況にあります。また、広い敷地を有する青森操車場跡地の利活用の検討課 

題が残されていることや、市民の平均寿命が全国と比較して短いという課題がありま 

す。 

  これらのことから、市では青森操車場跡地にスポーツのみならず、多様な催事がで 

きる交流拠点としてアリーナを整備することにより、市民の健康づくりとスポーツ振 

興に加えて、交流人口の拡大を図り、経済効果を得る青森市アリーナプロジェクトを 

実施することとしました。 

 平成 30 年度から公募市民を含む有識者で組織する「青森市アリーナプロジェクト有 

識者会議」を開催し、会議でいただいた御意見等を参考にしながら、アリーナに必要な 

施設や機能・規模等についての検討を進めてきました。 

 

 

２ 位置図 

  青森操車場跡地は、陸奥湾に沿って形成されている青森市の市街地のほぼ中心に位 

 置し、周辺は主に住宅地として利用されており、北側には青森市役所本庁舎等の行政 

機能をはじめ、商業･業務系の機能が集積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森操車場跡地 
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３ 敷地概要 

 本事業の敷地は、青森操車場跡地の南側市有地（5.2ha）を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 景観計画 

 ＜計画地の周辺状況＞ 

   本事業の計画地は市街地中心部から南におよそ１．０ｋｍに位置し、周辺には浦町小 

学校や南中学校、青森山田高校が点在する住宅地区となっており、青い森鉄道線に隣接し 

ています。 

 ＜青森市景観計画で定める景観方針（計画地の位置づけ）＞ 

   市街地景観地域（住宅地域）であり、身近な公園や緑地での植栽活動や敷地内緑化に 

よる緑化空間を形成し、街並みと調和のとれた「潤い・ゆとり」のある快適で心豊かな 

景観の形成に努めることとします。 

  ＜景観に関して配慮すること＞ 

   地域の人々に親しまれる施設となるよう配慮します。 

上記の景観方針に加え、周辺景観との調和や外観・色彩に配慮し、計画地にふさわし 

い景観とします。 

 

 項目  内容 

所在地 青森県青森市大字浦町字橋本ほか 

敷地面積 約5.2ha（南側市有地） 

現況 青い森セントラルパーク（自由運動広場）として併用 

（ダスト舗装、トイレ、駐車場） 

用途地域 

容積率／建蔽率 

準工業地域 200／60 

特別用途地区（大規模集客施設制限地区）の指定あり 

※このほか、都市公園とした場合、都市公園法上の制限があります。 

西側：約2.0ha 

青い森セントラルパーク（約12.8ha） 

南側：約7.6ha（県有地） 南側：約5.2ha 

東側：約3.6ha 

北側：約2.7ha 



５ 整備方針 

 ＜コンセプト＞ 

  市民体育館の代替施設という前提条件に加え、以下の３つの方向性を踏まえ、整備 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜事業手法＞ 

 本事業では、公募設置管理制度いわゆる Park-PFI と DBO の２つの事業手法を併用 

用し、設計・工事監理、建設、施設管理・運営等を担当する各企業で構成する１つの 

民間事業者グループが一体的に実施することを想定しています。 

 また、本事業手法は、アリーナ本体のみならず、緑地や広場、民間収益施設について、 

一体的な整備・管理運営を行なうものとし、アリーナ本体には主に DBO を活用し、緑 

地や広場、民間収益施設の部分には主に Park-PFI を活用することを想定しています。 

 

   事業手法イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題・ニーズ＞

市⺠体育館の⽼朽化 市⺠体育館の代替施設として整備
（前提条件）

＜本事業での対応＞

短命市返上・健康寿命の延伸
（市⺠の健康づくり・スポーツ振興） 市⺠のスポーツ機会の拡⼤健 康

⻘森操⾞場跡地の利活⽤
（防災機能を備えた公園）

災害時にも利⽤できる
アリーナ防 災

多世代・市⺠とアスリートが
交流できるアリーナ交 流人口減少・少子高齢化への対応

（交流人口拡⼤で経済効果を得る） 2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度

2025年度 国民スポーツ大会本大会

国民スポーツ大会リハーサル

青森市

アリーナ

プロジェクト

有識者会議 ○中間とりまとめ

事業者選定

委員会

○アリーナ関連施設設計

運営

詳細機能の絞り込み

○要求水準書（案）の策定

○事業者の募集

設計

工事

民 間 事 業 者 決 定

○アリーナ関連施設工事

○アリーナ本体設計

○アリーナ本体工事
※官民連携事業

※官民連携事業

工事
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  ＜スケジュール＞ 

   今年度は、昨年度に引き続き「青森市アリーナプロジェクト有識者会議」を開催し、 

  アリーナ等の整備や運営について御意見を伺いながら、民間事業者の募集に必要な募 

集要項や要求水準書などの資料を整理し、2020年度（令和２年度）には民間事業者を 

決定する予定としています。 

 また、アリーナ本体の整備は、2025 年（令和７年）に本県で実施される国民スポー 

ツ大会及びその前年度に実施されるリハーサル大会を念頭に置きながら進めることとし 

ています。 

 

   ＜今後のスケジュール（案）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜アリーナの主要機能・規模＞ 

   アリーナの整備に当たっては、「青森市アリーナプロジェクト有識者会議」でいただ 

いた御意見及び市のスポーツ団体、関係者へのヒアリングにおける御意見を参考に、ア 

リーナに必要な施設及びそれぞれの施設の主要機能の規模を検討しました。 
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【現況写真（令和元年8月撮影）】
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